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研究成果の概要（和文）：日本産地衣類に関する（１）ウェブ図鑑，（２）地衣成分（化学成分），（３）DNA
の３つからなる総合的なデータベースを初めて整備することを目的として本研究を実施した．（１）ウェブ図鑑
では600種以上を掲載し，（２）地衣成分のデータベースを構築し，（３）菌類のDNAバーコーディングに用いら
れるITS領域について，8科21属31種のDNA情報をウェブ及び公共データベースじょうに公開するとともに，３つ
のデータベースへのデータ追加と公開の促進を進めている．

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to construct a first comprehensive database 
composed of (2) illustrated web-flora, (2) lichen substances, (3) DNA, of the Japanese lichens (or 
lichenized fungi). (1) Illustrated web-flora now consists of over 600 species. (2) A data base on 
the lichen substances from the Japanese lichens was constructed. (3) The DNA data base consisting of
 the sequences of ITS regions which are usually used as DNA-barcoding of fungi, includes 31 species 
in 21 genera and 8 families, which were registered in a public data base and are available on line 
in this site. Additional data is still to be added to this comprehensive database.

研究分野： Lichenology

キーワード： 地衣類　図鑑　博物館　標本　DNAバーコーディング　LC/MS　地衣成分　データベース
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研究成果の学術的意義や社会的意義
日本産地衣類に関する信頼のおけるデータはこれまで皆無であったが，本データベースは，地衣類に関する様々
な研究を実施する上で，重要な参照データを提供することとなることで，地衣学の発展に貢献することが期待さ
れる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
日本産地衣類に関する，データベースに類するものとしては，ごく少数のウェブ図鑑が存在したが，間違い
が多く信頼性に乏しいもののみであった．また，地衣成分や地衣類の DNA に関するデータベースも存在し
なかった．このことによって，日本産地衣類に関する研究は阻害されているという懸念があった． 
 
２．研究の目的 
日本産地衣類に関する，初めての総合的なデータベースを構築することを目的とする．研究者をはじめ初心
者まで広く一般に使用されるデータベースとする．信頼性を担保するため，証拠標本を千葉県立中央博物館
に保管することとする． 
 
３．研究の方法 
日本産地衣類を対象として，（１）ウェブ図鑑，（２）地衣成分，（３）DNA 情報の３つからなる総合的なデー
タベースを構築する．対象としては，まず，日本の暖温帯から亜高山帯までの普通種を網羅することとした．
この目的のため，生育地（野外）において生態写真を撮影，撮影した地衣類を採集し標本とし，室内で写真
撮影（マクロ撮影など）を行う．また，この標本の一部を，化学成分分析に供すが，予備実験として TLC（薄
層クロマトグラフィー）を実施し，本実験として LC/MS を実施した．更に，LC/MS の化学成分抽出残渣となる
地衣類試料片を用いて，DNA（菌類の DNA バーコーディングに称される ITS 領域）シーケンスの取得を行っ
た． 
得られた情報を基に，（１）ウェブ図鑑，（２）地衣成分，（３）DNA 情報，それぞれのデータベースに情報を
集積し，整備，公開していくとともに，3つをリンクさせ総合的なデータベースとする． 
 
４．研究成果 
３つのデータベースを整備し，公開した． 
（１）ウェブ図鑑としては，「日本の地衣類（ウェブ図鑑）」を総合的なコンテンツとして，そのサブコン
テンツ（あるいは関連コンテンツ）として，以下を新たに公開，あるいは整備した． 
・「房総の地衣類誌」（千葉県産の地衣類の図鑑．暖温帯を対象とする） 
・「日光の地衣類」（栃木県日光地方の地衣類図鑑．冷温帯から亜高山帯を対象とする） 
・「剣山の地衣類」（徳島県剣山の地衣類図鑑．冷温帯から亜高山帯を対象とする） 
・「海岸生地衣類」（海岸に生育する「海岸生地衣類」の図鑑） 
・「淡水生地衣類」（河畔に生育する「淡水生地衣類」の図鑑） 
・「石灰岩生地衣類」（石灰岩地域に特有の「石灰岩生地衣類」を扱う図鑑）等． 
・「長崎県の地衣類」（主に暖温帯） 
・「長野県上田市の地衣類」（暖温帯から冷温帯） 
・「屋久島の地衣類」（暖温帯から冷温帯） 
 
（２）化学成分については，ウェブコンテンツ「地衣成分」を公開した．ここでは，地衣成分に関する概
説，顕微結晶法に基づく画像等，地衣成分の概論を示すとともに，日本産地衣類の地衣成分に関する情報を
データベース化した．このデータベースでは，公開当初は文献上の情報に基づくものに限った．本研究の実
験の成果については，追って発表予定の論文の公表を待つこととした． 
（３）DNA については，ITS 領域を取得した 8科 21 属 31 種の日本産地衣類について，公共データベースに
登録するとともに，別途，ウェブページ「The Database for DNA-barcoding of the Japanese Lichens」に
情報を集約した． 
（１）～（３）のいずれも，日本産地衣類の総合データベースとしての役割を果たすため，今後もデータ
を追加できる状態としている． 
 （１）と関連し，日本産地衣類の多様性解明・分類学的研究も進め，新種，日本新産種も含めて約 20 報の
論文を発表し，期間終了後も継続している．特に解明を進めた主な分類群として，これまで図鑑的な情報を
ほとんど欠いており，また未知種も多い，Lichinales ツブノリ目の Lichinaceae ツブノリ科の以下の属（あ
るいは一部の種）を明らかにした． 
・Phloeopeccania 
・Lempholemma 
・Physma 
・Psorotichia 
・Lichinella 
また，Peltulaceae タテゴケ科の属を扱った．また，これ以外にも，以下のラン藻地衣と，被果地衣について
明らかにした． 
・Scytinium 
・Collema s.lat.（石灰岩生） 
・Psoroglaena 
・Flakea 



・Spilonema 
これらの論文公表後は，順次，データベースの充実に向けていくことになる． 
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